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［第１７３回 近畿地方交通審議会 神戸船員部会議事録］ 

 

 １．日 時  令和５年２月２４日（金） １５時３０分から 

 ２．場 所  神戸運輸監理部 調停室 

 ３．出席者 

 （公 益 委 員）奥見部会長、櫻庭委員、渕委員（欠）、石黒委員 

 （労働者委員）浦委員（欠）、和田委員、中野委員 

 （使用者委員）南委員（欠）、加藤（潔）委員（欠）、加藤（琢）委員 

 （運輸監理部）馬谷海事振興部長、大山海事振興部次長、 

松村海上安全環境部調整官 

 （事 務 局）井澤船員労政課長、西田船員職業安定係長 

 ４．議 事 

 （１） 管内の雇用状況等について 

 （２） 船員に関する特定最低賃金の改正について 

 （３） その他 

 ５．閉 会 
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［ 議 事 概 要 ］ 

 

海事振興部次長 

  本日、足元の悪い中、ご出席いただきまして、ありがとうございます。 

定刻前ですが、皆様おそろいになりましたので、第１７３回神戸船員部会を開催

させていただきます。 

  奥見部会長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

 

部会長 

  皆様、本日も簡潔な議事運営にご協力をお願いします。 

  それでは、事務局から、委員の出欠状況及び資料の確認をお願いします。 

 

海事振興部次長 

  本日の委員出欠状況につきましては、公益委員の渕委員、労働者委員の浦委員、

使用者委員の南委員、加藤（潔）委員の４名が所用のため欠席されておりますが、

神戸船員部会運営規則第９条の規定による「公・労・使各１名以上を含む委員の過

半数の出席」は満たしており、本日の部会は有効に成立していることをご報告いた

します。 

  続きまして、本日の配付資料のご確認をお願いいたします。 

  ・議事次第 

  ・資料１ 「第１７２回近畿地方交通審議会 神戸船員部会 議事録（案）」 

  ・資料２ 「神戸管内職業紹介実績（Ｒ５年１月分）」 

  ・資料３ 「全国版船員職業紹介実績一覧表（Ｒ４年１２月分）」 

  ・資料４ 「令和４年最低賃金審議等状況」 

  ・資料５ 「令和５年度海事局関係予算概要」 

  ・神戸船員部会情報 

  以上となっております。過不足はございませんでしょうか。 

 

部会長 

  それでは、議事に入ります。 

  まず初めに、第１７２回船員部会の議事録について、お諮りします。 

資料１の議事録につきまして、案のとおり承認してよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

部会長 

  異議なしで、承認されたものといたします。 

  続きまして、議題（１）の管内の雇用状況等について、事務局より説明願います。 
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船員労政課長 

それでは、資料２に基づいて、神戸管内の船員の雇用状況等について簡単にご説

明いたします。 

   １月期の新規求人件数は２７件で前月比－１８件、前年同月比では－１５件でし

た。月間有効求人件数は１０３件で前月比－１３件です。 

新規求職件数は９件で、前月比－１件、前年同月は１７件でしたので前年同月比

－８件です。月間有効求職件数は２８件で前月比－８件でした。なお前年同月比は

－２４件でした。 

ちなみに新規求職者の平均年齢は４８．３歳、月末有効求職者の最高年齢は７０

歳の船長の方でした。 

次に、求人側から見た成立件数が２件、求職側から見た成立件数はありませんで

した。月間有効求人倍率は３．６８倍で前月比＋０．４６ポイント、前年同月比で

は＋１．４９ポイントとなっています。 

 

１ページ飛ばしていただきまして、求人・求職・成立の内訳（管内）をご覧くだ

さい。 

新規求人２７件は、その内訳として職員が２３件、部員が４件で、船種別では、

タンカーを含む貨物船が２６件で、旅客船の求人が１件。タグボートなどのその他

船舶の求人、漁船の求人はございませんでした。甲機別では、甲板部の求人が１４

件、機関部の求人が１０件、事務部が３件です。 

新規求職者９名は、内訳が職員６名、部員３名で、船種別では、外航船の遠洋が

１名、内航船のタンカーを含む貨物船の希望が４名、旅客船２名、漁船２名でした。

甲機別では、甲板部の求職者が５名、機関部の求職者が３名、無線部１名でした。 

年齢構成としては３０代の方が３名、４０代１名、５０代３名、６０歳代以上の

方が２名です。 

 

次のページ新規求職者年代別離職理由をご覧ください。 

  求職者の離職理由のうち、会社都合で離職された方は１名です。 

  また、事業縮小も１名おられますがお二人とも詳細な離職理由は不明です。 

  その他５名とありますが、内、乗船中の方が１名です。この方は船員が増えない

のに船ばかり増えて休暇が取れなくなったとのことです。未経験の方が１名、その

他３名です。 

   今回、コロナに関連した求人・求職はありません。 

次のページ成立一覧表をご覧ください。１月は求人成立数２件、求職成立数はあ

りませんでした。 

 

次ページ以降の紹介状況につきましては、後ほどご覧下さい。 
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次に失業等給付の支給状況です。前月末現在の受給者は６名でした。１月の新規

受給者は＋２件です。減少は就職された方が２名でその他１名でした。よって今月

末現在の受給者数は５名となりました。基本手当の支給額は1,041,488円を支給しま

した。 

また、１月の就職促進給付が１件、1,100,582円、高齢求職者給付金が１件、

277,100円支給しております。 

 

次に、資料３の、本省海事局が取りまとめた全国の船員職業紹介実績についてご

説明いたします。 

全国の船員の１２月期の実績は、新規求人件数が１，０８９件、新規求職件数が

２５１件、有効求人倍率は３.７２倍で、前月比＋０.０９ポイントでした。 

これに対し、厚生労働省がとりまとめた陸上職１２月の有効求人倍率の全国値は

１.３５倍で前月から増減はございません。全都道府県別の有効求人倍率（就業地）

では、京都、奈良、和歌山などの２４府県で前月を下回りました。 

また、兵庫労働局発表の就業地別の有効求人倍率では、兵庫県が１．１９倍で前

月から増減はございませんでした。ちなみに、近畿２府４県全体では１．１８倍で

前月から－０．０１ポイント減となっております。 

  簡単ではありますが、私からの説明は以上です。 

 

部会長 

  ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等がありましたら、お願いします。 

 

労働者委員 

  １０ページですけど、２点ほど教えてもらいたい。 

  １０ページの就職促進給付で１名の方が１１０万円受給していますが、この方は、

基本手当の受給期間がまだ長く残っている状況で再就職されたと思うのですが、こ

の促進手当は、本来その方が受給できる最長期間満了までに再就職した場合の残り

期間が全て、就職促進手当として受給できますか。 

 

船員労政課長 

  支給割合ですか、支給額ですか。 

 

労働者委員 

  はい。 

 

船員労政課長 

  その方の支給額が１日で幾らと決まっておりまして、それに残った日数に掛けて、

あとは掛ける割合、０.７とか０.６とか、その人によって変わるのですが、それに
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よって、また金額を出すことになりますので、一概には言えません。 

 

労働者委員 

１１０万を受給ということは、雇用保険を掛けた期間が比較的長く、かつ、月額

報酬額が高い人ってことですね。 

 

船員労政課長 

  大体、そういう感じになります。 

 

労働者委員 

  分かりました。 

  もう一つ、離職したときに、陸上と船員さんは統合して一緒になっていると思い

ますけど、離職票ってありますよね。受給資格は、一般離職、特別受給、特定理由

ってありますよね。 

 

船員労政課長 

  一般というのは、自分から辞めさせてくださいと言った場合ですね。 

 

労働者委員 

  そうですね。 

 

船員労政課長 

  特別受給というのは、要は会社都合とか、そういう形で辞めた都合で。もう一つ。 

 

労働者委員 

  要は、特定理由だと思うのです。特定理由の幅が広いのですが、特定受給と特定

理由とあって、特定受給のほうは、解雇、会社倒産とか、そういう事情があると。 

  もう一つ、特定理由は幅が結構広くて、特定受給と同じ条件ではないですけど、

一般よりは優遇されたような制度あるのでしょうか。 

 

 

船員労政課長 

  そうですね、例えば転勤しなければならないとか、やむを得ない理由ですね。 

 

労働者委員 

  そういう場合は離職票の中で、会社は特定理由を出すのか、特定理由の対象の人

は、何で辞めたか、例えば転勤して、家族と一緒にいられないのが原因というのが、

一応認められるんですね。そういうのを会社が証明するのかどうかというのは。ど



 

-6- 

うなのでしょうか。 

 

船員労政課長 

  基本的には、離職理由は、会社が、この方はこういう理由ですという形で出して

くる形になっていますので、こちらが、この方はこの理由ですという形で認定は基

本的にしないですね。基本的に、会社が離職票－１、離職票－２を出していただい

たときに、その離職理由を書いてくることになっていますので。 

 

労働者委員 

  では、会社は離職票を書きますよね。それを受けられて、局のほうは、それに照

らし合わせて判定するという流れですかね。 

 

船員労政課長 

  そうですね。 

 

海事振興部次長 

  離職票を持ってこられた時に、ご本人さんに内容を確認し、「いや、記載の離職

理由でなく、実際は、こういうことで辞めざるを得んかったんや」というような申

し出などがあれば、事業者に再度確認を行い、離職理由を確定する流れです。 

 

労働者委員 

  そうですか。 

 

海事振興部次長 

  持ってこられた離職票で「これで間違いないですか？はい、そうです」の場合は、

そのまま手続に入りますけども。もし違うと言うことであれば、確認を行います。 

 

労働者委員 

  分かりました。 

 

部会長 

  今の補足で、離職票については、必ず労働者にも確認がされて、オーケーやった

らということですよね。 

 

船員労政課長 

  そうです、必ず確認します。 
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部会長 

  労働者も問題なければ普通にそのまま行くし、齟齬があれば、再度聞き取りをし

て、確認していく作業を必ず取るということですね。 

 

船員労政課長 

  はい、そうです。 

 

部会長 

  分かりました。ありがとうございました。 

  ほかに何か、ご意見、ご質問等ないでしょうか。ないですかね。 

 

公益委員 

  資料３の「有効求人倍率」という欄があるのですけれども、分母がＢでＡが分子

ですか。すみません。求職数が分母で求人数が分子。分数で。資料３の全国版船員

職業紹介実績一覧表がありまして、有効求人倍率がありますけど、求職数が分母で

すね。 

 

船員労政課長 

  はい、そうです。 

 

公益委員 

  見ていて思ったのですけど、令和３年１２月から令和４年１２月まで、３点台じ

ゃないですか。その以前は２点台だったですね。これは、求人倍率が上がっている

と理解していいですか。 

 

船員労政課長 

  そうですね。かなり人手不足が反映されていると。 

 

公益委員 

  かなり上がっていますよね。 

 

船員労政課長 

  運輸局によってはばらつきに差がありまして、瀬戸内側では３倍以上を超えてい

るようなところもあります。 

 

労働者委員 

  あれは求人を出しとる会社がおかしいですよね。一社が一度に５０人とか３０人

とか出してしまうと、求人倍率はああなってしまうのです。 
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船員労政課長 

  そうです。ですので、私どもも、一度に７人も８人も出してくる会社とか中にあ

りまして、そうなったら、今度は件数が上がってしまうと。 

 

公益委員 

  そういうのもあるとは思うんですけど、年度で見て、今年ずっと３を超えている

のに、その以前が２.５を超えてないときも結構あるんだなと感じると、単に一時的

なものではなくて、やっぱり全般的に。 

 

船員労政課長 

  やはり人手不足も進行しているかなというところです。 

 

公益委員 

  分かりました。 

 

労働者委員 

  そうですね、１社が一度に１０人も出してというとこもあるんですけど、先生が

言われるように、令和３年の３月、２点台と言えば、求職者が1人に対し２社が募集、

３なら、求職者が1人に対し３社が募集ってことですね。 

それだけ人不足が、その数字に表れているということです。陸上に比べて船員不

足が顕著に表れているのが、この数字でも分かるということですよね。 

 

 

海事振興部次長 

  一番新しいので１.３５です。 

 

労働者委員 

  陸上でも職種によって、いろいろ倍率の高いとこもありますが、３と言ったら船

員が……いかに業界が少ないかというとこもある。 

 

労働者委員 

  この界隈でも、人の引き抜き合いが始まっています。うちに来れば賃金が上がる

と言うのは始まってます。 

 

部会長 

  人手不足の解消はどうしたらいいですか。これ、資格が要りますよね。 
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船員労政課長 

  そうです。 

 

部会長 

  陸も資格が、有資格、要るとこあると思いますけど、細かく分かれているじゃな

いですか。足りないからって、すぐにどうとか、すぐにできない気がするので。そ

れはどうやっていったらいい、今後の対策というか。 

 

船員労政課長 

  まず、やはり陸上と違うのが、他業種からの労働移入が、非常にハードルが高い

ということです。先ほど先生もおっしゃっていましたように、まず海技免許が必要

なことが多く、その海技免許を取るのに、トラックの運転手さんでしたら、経験さ

えあれば、自動車学校に行って短期間で取れますけども、船の場合はどんなに早く

ても半年以上、少なくとも学校へ通わなくてはらない。普通は２年から３年通わな

ければいけないところがございます。なので、よそから入ってくることがまず難し

いということですね。あとは、地道に船員の志望者を増やしていかざるを得ないの

かなと。 

 

労働者委員 

  子供の将来なりたいランキングに船乗りとか船長を入れることですよね。まず、

船乗りが入っていない。船長さんという項目がない。将来なりたいものランキング

１７６種の中に入ってないんです。 

 

部会長 

  １７６。 

 

労働者委員 

  約１７６種に分類されていて。※日本FP協会の小学生「将来なりたい職業」ラン

キング 

 

部会長 

  そこに入ってない。 

 

労働者委員 

  鉄道とかバスの運転手はあっても、船長は入ってないですね。 

 

部会長 

  その原因って何かといったら、やはり免許の取得が困難。 
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労働者委員 

  いや、周知がないのでしょうね。 

 

船員労政課長 

  まず、船員という職種を知らない方が非常に多いと思います。 

 

労働者委員 

  昔から、ドラマになったら不幸な事故とか、そんなドラマしかなくて、明るいド

ラマにはならないし、最近、テレビではやったのが、土佐の一本釣りが、取れば取

るほどもうかるということで、水産高校生の人気がウナギ登りに上がっているのが

カツオ船。 

あとは、明るい話がテレビで報道されることがまずないです。だから、なかなか

船乗りを子供時代、中学生までに知ることがない。ここをどうにかしないと、何も

変わらない。 

 

部会長 

  広報しているやつがありますよね。年に１回、ここで広報しているやつ、乗せて、

行く。 

 

船員労政課長 

  年に一度、令和４年度では、神戸市と連携しまして、帆船の「みらいへ」を使っ

て、兵庫県内の小学校３年生から中学校３年までの間の子供さんと保護者の方を対

象に、体験乗船を実施しました。 

あと、神戸市の各小学校に出前授業に赴きまして、今年度は合計で１６回ですが、

そのうちの１回は全日海さんにご協力いただきまして、講師の方を派遣していただ

いて、子供らに、こういう楽しい仕事があるよという周知活動等々も行っておりま

す。 

 

部会長 

  １６回って、誰に。小学生に対して。 

 

船員労政課長 

  小学校と中学校ですね。小学校が１０校で、中学校が５校です。残りの１回が先

ほどの、体験航海のときに出前授業を行って、親子さんに対して行いました。今年

度は、全部ひっくるめると１,２００人ぐらい対象に行っております。 

 

部会長 

  「みらいへ」は家島へ行くのですか。 
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船員労政課長 

  いえ、違います。今回は神戸港から須磨のヨットハーバーに。 

 

部会長 

  神戸港で実施しているのですか。 

 

船員労政課長 

  はい。 

 

部会長 

  家島に行くものはありませんでしたか。 

 

海事振興部次長 

  「みらいへ」も様々な場所で体験乗船等を行ってますので。 

 

部会長 

  そうなんですね、あちこちでやっているんですか。神戸港でやって、それを何人

か抽せんみたいな。 

 

船員労政課長 

  そうですね。今回は神戸市さんと連携して行いましたので、まず神戸市内の小学

校３年生から中学校３年生を対象に実施しました。私たちの時代は、学校からの連

絡は連絡帳とかプリントとかで保護者の方にお知らせしてたと思いますが、今は全

部、スマホアプリになっていまして、ダイレクトに学校から全ご家庭、３年生から

中学校３年生までの全ご家庭に、こういうイベントがありますという周知を今回や

っていただきました。結果、３３２組７５１名の応募があり、当日３５組１０２人

で実施しました。 

 

部会長 

  これは、今後もまた続けていくんでしょう。 

 

船員労政課長 

  続けていきたいとは思っているのですが、神戸市さんとご相談ということですね。 

 

労働者委員 

  とはいえ、６年と３年で９年間の間に１回当たるか当たらないか。やっぱりトレ

ンディードラマという言い方がいいのかは分からないけど、それぐらいにならない

と、やっぱり周知はできないんじゃないのかな。 
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公益委員 

  確かにね。 

 

労働者委員 

  ９年間に１回の思い出だけで船乗りになるかといったら、ならないですよね。 

 

公益委員 

  確かに弁護士さんって大変なお仕事だと思うのですけど、検察官とか裁判官も、

結構ドラマとかありますよね。 

 

部会長 

  最近、ドラマありますね。 

 

公益委員 

  すみません、しようもない話ですけど、学生の方に聞いたら、何とかというドラ

マ見て。 

 

労働者委員 

  「リーガル・ハイ」みたいなね。 

 

公益委員 

  入りたいと思いましたみたいな、結構いるんです。だから、ドラマは、そんなこ

とできるかは分かりませんけど、効果的ではある。 

 

労働者委員 

  船のドラマになると、どうしても台風とか遭難ですよね。 

 

公益委員 

  いい面も。 

 

船員労政課長 

  ありましたね。 

 

海上安全環境部調整官 

  過去、あったんですけど、余り知名度が高くなかったようで。 

 

部会長 

  ドラマ？ 
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海上安全環境部調整官 

  「マジで航海してます。」というドラマがありまして。 

 

労働者委員 

  今は有名女優さんになられている人が出ているのですけどね。 

 

海上安全環境部調整官 

  学校で勉強している編と、就職して航海士になった編と、たしか第２回あったと

思うんですけど、なかなか知名度がなく。 

 

労働者委員 

  有名になった人がたくさん出演されていたのですけども、これも夜中の２３時以

降のドラマなので、なかなか。 

 

部会長 

  それは知らなかった。全日海さんのほうがビデオを作って、１回とか何か。 

 

労働者委員 

  「マジ航海」がＤＶＤになって、いるのですけれどもね。 

 

部会長 

  それを公表する場が、もっと増やさないといけませんね。 

 

部会長 

  ありがとうございました。 

  ほかにはないでしょうか。 

 

（なし） 

 

部会長 

  ほかにないようでしたら、議題（２）船員に関する特定最低賃金の改正について

に移ります。事務局より、説明、報告をお願いします。 

  

海事振興部次長 

  資料４をご覧ください。 

  ２月２２日時点での中央・各地方局の最賃改正の状況について、前回船員部会以

降の変更部を朱書きにて追記しております。 

  大臣権限の全国内航・旅客船員の改正賃金につきましては、２月１９日から効力
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を発しておりますが、各地方局長等の権限によるものにつきましては、現時点では

まだ全ての地方局等で決定公示に至っていない状況となっています。 

  神戸管内の状況につきましては、１月３０日の官報第９０６号に「船員の特定賃

金の改正に係る地方交通審議会の意見に関する公示」が掲載され、２月１４日まで

の公示期間中に異議の申立てはございませんでしたので、決定の手続に移行し、２

月１６日付で本省へ決定公示の官報掲載の依頼文書を提出しているところです。 

前回部会でも申しましたが、この後、通常のスケジュールで進みましたら、４月

上旬に効力が発生する見込みとなっています。 

  毎度のことで恐縮ですが、資料４のうち、確定公表前の内容につきましては、こ

の場限りのものとしてご理解をいただきますよう、お願い申し上げます。 

  最賃の改正状況については、以上です。 

 

部会長 

  ただいまの報告等につきまして、ご質問、ご意見等がありましたら、お願いしま

す。 

 

（なし） 

 

部会長 

  それでは、議題（２）は以上として、議題（３）のその他に移ります。 

  委員の皆様から何かございましたら、ご発言をお願いします。 

  公益委員の方、いかがでしょうか。 

 

（公益委員なし） 

（労働者委員なし） 

（使用者委員なし） 

 

部会長 

  行政は、いかがですか。 

 

海事振興部次長 

  少しお時間をいただきまして、資料についてご説明をさせていただきます。 

  資料５、令和５年度の海事局関係の予算概要をつけさせていただいております。

こちらに関しましては、今後、国会を通過して成立するものとなりますので、現時

点では、あくまでも参考配付とご理解をお願いいたします。 

  資料冒頭には、小型旅客船の安全対策や安定的な海上輸送の確保に向けた海事産

業の競争力強化など、ポイントが書かれております。また、６ページ以降に個別の

事業内容について記載されておりますが、私どももまだ、詳細を承知しておりませ
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んので、この場での説明は控えさせていただきたいと思います。 

今後、予算が成立しましたら、個別事業に関してのスキーム等が決定次第、また

原課から団体等を通じたご案内やホームページ上での周知等があろうかと思います

ので、ご確認をよろしくお願いいたします。 

  次に、神戸船員部会情報をご覧ください。 

  最初に、プレスリリースに関しまして、神戸運輸監理部２件、国土交通省２件、

海上保安庁のパブコメ募集１件と記載しておりますが、本日１４時、つい先ほど、

国土交通省からもう１件プレスありましたので、表紙に記載はありませんが、急ぎ

つけておりますので、ご了承ください。 

  １件目、１月２３日、内航海運活性化セミナーにつきましては、セミナーそのも

のについては既に開催済みですが、３月１日からＹｏｕＴｕｂｅでセミナーの模様

を配信しておりますので、よろしければご覧くださいというご案内です。 

  ２件目、２月３日付の「「産業医による船内巡視等の実施手順書」を作成しまし

た！」は、令和５年４月１日から船員向けの産業医制度が開始されるに当たり、産

業医による船内巡視が適切かつ円滑に実施されるよう、チェックポイント等を示し

た実施手順書を作成し、国土交通省のホームページ上にアップした等の周知になっ

ておりますので、ご活用をよろしくお願いをいたします。 

  ３件目、２月６日付の「海上交通の安全・安心を確保するために」は、安全最優

先の原則の徹底と安全運航に必要な専門知識取得のための安全統括管理者及び運航

管理者研修をＹｏｕＴｕｂｅにより実施するものです。こちらにつきましては、申

込みの締切りが本日までとなっておりますが、もし視聴のご希望等ありましたら、

担当へつなぎますので、事務局までご連絡をいただけましたら幸いです。 

  ４件目、２月２０日付の「日本小型船舶検査機構からの業務改善計画の提出につ

いて」は、昨年４月に発生しました知床遊覧船事故に端を発し、船舶検査の実効性

等が問題視されたことで、日本小型船舶検査機構から業務改善計画の提出があった

ものとなっておりますので、ご参考まで付けております。 

  次に、海上保安庁によるパブリックコメントの募集案件ですが、前々回の１７１

回で労働者委員からご質問があった、大阪湾における海域監視体制の強化に関連し

たものでしたので、ご参考までお付けしました。 

  前回の部会でお伝えしました、ポートアイランドのレーダー施設等の整備を含む、

大阪湾での海域監視体制の強化計画に関する第五管区海上保安部のパンフレットに

つきましては、ご担当者に確認したところ、来週完成予定とのことで、本日の部会

には間に合いませんでした。入手後、速やかに配付させていただきたいと思います

ので、ご了承いただきたいと思います。 

  次に、本日１４時にプレスリリースされました、「スマホやＰＣでいつでもアク

セス、「海のハローワークネット」運用開始」ですが、これまでは基本的に運輸局

等に出向いてこられて、求人・求職情報を確認していただいていたものが、どこか

らでも何時でもパソコンやスマートフォンを使って求人・求職の申込みや内容につ
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いての閲覧が可能になりますという案内になっております。 

  プレス等につきましては、以上です。 

以降の資料につきましては、定例のスクラップ記事、内航海運輸送動向、月例経

済報告となっておりますので、また後ほど、ご確認いただけましたら幸いです。 

  事務局からは以上です。 

 

部会長 

  ただいま、事務局から資料説明がありましたが、委員の皆様から何かございまし

たら、ご発言をお願いします。 

 

労働者委員 

  １つだけ教えてもらっていいですか。 

  スマホやオンラインで、今日の資料についているハローワークネットができると

いうこと、離職者の求職活動の実績という欄があって、月何回求職活動をしたって

実績記載はこれで可能になりますか。 

 

海事振興部次長 

  これで閲覧等したものを求職活動の履歴としてですか。 

 

労働者委員 

  これを見ただけで、就職活動をしたんだと言う人が出てくるのでは。 

 

海事振興部次長 

  見ただけでは駄目でしょうね。見て、どこか求人先を紹介してもらわないと。 

 

労働者委員 

  面接を受けたとか、そういうことになりますか。 

 

海事振興部次長 

  そういった履歴がシステム上で確認できれば大丈夫かと思いますが。 

 

労働者委員 

  今までだったら、運輸局に来て、ＫＩＯＳＫ端末を見て、確認印をもらったりし

よったしょう。 

 

海事振興部次長 

  全日海さんのほうでもありましたね。 
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労働者委員 

  そうですね。 

 

海事振興部次長 

  確認の判を押してもらったりしてました。 

 

労働者委員 

  そういうのには値しないの。 

 

海事振興部次長 

  いや、結局、窓口に来てキオスクで探して、これ紹介してくれというのと同じで、

その活動が認められれば大丈夫なので、紹介実績とするためは、あくまでも運輸局

に連絡して、運輸局からの紹介を受けるようになり、その方の求職活動の履歴とし

て実績が残れば、求職活動にはカウントできると思います。 

 

労働者委員 

  了解です、ありがとうございます。 

 

部会長 

  今のはアクセスをして、面接までして、求職活動をした。 

 

労働者委員 

  という意味。 

 

部会長 

  そういう理解でいいですね。 

 

労働者委員 

  実績になるという意味合い。 

 

部会長 

  それは、検索してやったというわけじゃなくて、行ってということで。 

 

海事振興部次長 

  正確には、面接まで至らないケースみたいな場合が結構あるとは思います。まず

電話連絡をして、詳細を確認してたら、何となくイメージと違ったとかですね。 
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部会長 

  そうすれば求職活動に、そこはなる。 

 

海事振興部次長 

  一応、今現在は、それもなっています。こちらから紹介をして、紹介先に実際に

何らかのアクションを起こしたものであれば、求職活動としてカウントしています。 

 

部会長 

  行かなくても、電話で聞いたけども駄目で、ちょっと違うとか駄目とかを含むと

いうことですね。 

 

海事振興部次長 

  船員さんは地元の会社にこだわるということはなく、船社さんは全国各地に散ら

ばっているので、先ずは現地まで行って面接からというのは、なかなか難しい場合

もありますので。 

 

部会長 

  そうか。 

 

労働者委員 

  コンピューター化されて行くのは良いのですけど、不正利用をする人たちが出て

くるので、厳格にやってもらわないと。 

 

海事振興部次長 

  実際、運用が始まったら、またいろんな問題が出てくる可能性もありますね。 

 

部会長 

  あと、１点だけ、私からよろしいですか。 

  産業医の資料を頂いている分で、義務化されている、船員向け産業医制度が開始

されて義務化されたということですけど、常時５０人以上の船員を使用する船舶所

有者に対して今回義務づけられて、５０人未満のところは任意か何かになるんです

か。 

 

海事振興部次長 

  未満のところは努力義務となります。 

 

部会長 

  努力義務なんですか。 
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海事振興部次長 

  やっていただくのが望ましいという。 

 

部会長 

  ありがとうございました。 

  ほかに、何かございますでしょうか。 

 

使用者委員 

  海のハローワークネット、これは全てのデータベースがネット上で見られるよう

な感じに、全てというか、紙で持っていった求人票も全部載って、選べるというよ

うな。 

 

船員労政課長 

  ファクスとか窓口に来て書かれたものも、こちらで入力して打っています。 

 

使用者委員 

  なるほど。では、紙ベースで出している会社も、ちゃんとここに入って。 

 

船員労政課長 

  はい。ただ、直ちにというわけではございませんので。 

 

使用者委員 

  なるほど。 

 

船員労政課長 

  当然、審査が必要で、例えば最低賃金を割っていないかどうかとか、そういう記

載内容を確認してから載せる形になりますので。 

 

使用者委員 

  要は、メールで求人することも可能なんですよね。 

 

船員労政課長 

  はい、そうです。 

 

使用者委員 

  メールで出している人も、紙で出している人も同じ土俵の上に乗ってくるという

理解で。いや、電子で出さないと、そういう会社が損になってくるとか、そういう

ことはない。 
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船員労政課長 

  それはないです。必ず、私どもに出していただいたら、代わって私どもが入力い

たします。 

 

使用者委員 

  個別で、なるほど。 

 

船員労政課長 

  入力するという形です。 

 

使用者委員 

  すばらしい。 

 

海事振興部次長 

  わざわざ窓口まで出てきてもらわなくても、手続できますよというものです。 

 

使用者委員 

  大変すばらしいネットワークが始まりますね。 

 

労働者委員 

  だから、今あるＫＩＯＳＫ端末がそのまま携帯になるようなイメージで良いので

すよね。 

 

海事振興部次長 

  そうです。 

 

労働者委員 

  ただ、ハローワークに持っていくときには、会社側さんにハローワークで掲載し

てもいいですかという了解を取りますよね。会社さんに、こっちにも載せていいで

すかという。 

 

船員労政課長 

  公開・未公開という意味ですか。 

 

労働者委員 

  だから、運輸局で紹介する分には全部扱うけれども、ハローワークで掲示する部

分があるじゃないですか。 
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海事振興部次長 

  はい。 

 

労働者委員 

  あっちは、会社さんの了解があった分だけという話だったと思う。 

 

海上安全環境部調整官 

  入力するのを、公開してもいいですかみたいな照会があるんです。 

 

労働者委員 

  厚生労働省の連携事業です。 

 

海上安全環境部調整官 

  全てが全てじゃなくて。 

 

船員労政課長 

  すみません。そこは私どもも調べてきます。 

 

労働者委員 

  それで了解をもらうみたいです。 

 

船員労政課長 

  そこは、ちょっと確認させていただきます。 

 

労働者委員 

  ハローワークに行ったら、１ページ目にありますよ。海の仕事。 

 

使用者委員 

  あと、このネットワークのバナーみたいなやつは、厚生労働省のハローワークに

もリンクが載るみたいな感じですか。 

 

海事振興部次長 

  ちょっと今日の１４時に出てところで、ちょっとそこまでの詳細は。後ほど確認

したいと思います。 

 

船員労政課長 

  今日の２時に出たところでして。 
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使用者委員 

  ハローワークのホームページにもバナーが貼りつけてあると、そこから誘導して

さらに、こっちのほうが給料が高いと来てくれる人もいるのかなと思ったものです

から。 

 

労働者委員 

  そっちも掲示してくださいの事業者が局に言わないとできないです。 

 

使用者委員 

  でも、一旦こっちにバナー貼りつけて、こっちに来たらこっちの土俵ですから。 

 

労働者委員 

  そうですね。向こうへ掲載するのは、事業者さんが向こうにも掲載してくれと言

わないと、国交省からハローワークにお願い行かないみたいです。そういう振り分

けしていますよね。 

 

海事振興部次長 

  「海の仕事はこちら」というバナーとかがあって、このシステムに移動するイメ

ージですね。 

 

使用者委員 

  そういうことです。 

 

海事振興部次長 

  そうですね。また本省等へ確認いたします。 

 

部会長 

  ほかに、何かございますでしょうか。 

 

海事振興部次長 

  セミナーはよろしいですか、もし良かったら、海技者セミナーの報告を。 

 

船員労政課長 

  海技者セミナーについてご報告いたします。去年はコロナの関係ございまして、

実施するに当たって、やはり密になってはいけないことから、参加企業をかなり去

年は絞りました。希望は倍近くあったのですが、２７社で去年は開催させていただ

きました。 

今年は昨年の経緯もありましたし、今は若干緩んできているところもありますの
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で、今回は５６事業者さんにご参加をいただきまして、場所もかなり広い、神戸税

関さんの前のＫＩＩＴＯホールで開催しました。去年は第三突堤のポートオアシス

でさせていただいたのですが、昨年同様、希望される企業さんが多かったので会場

をかなり広くということで、ＫＩＩＴＯホールでさせていただきました。 

  ただ、残念ながら、去年は参加者が２００名を超えていたのですが、練習船の入

港が今回１隻だけになってしまい、学生さんが少なくなったため、総参加者数が、

１１８名と、今回、去年に比べたら半減してしまいました。 

  なお、今回は、海技教育機構の練習船の実習生さんのほか、海技大学校の学生さ

ん、あと、船員教育機関で東海大学さんとか、香住高校の学生さんも参加していた

だきました。 

 

部会長 

  ほかに、何かございますか。 

 

（なし） 

 

部会長 

  なければ、進行を事務局にお返しします。 

 

海事振興部次長 

  奥見部会長、議事進行をありがとうございました。 

  本日の船員部会につきましては、これで終了とさせていただきます。 

  なお、次回につきましては、３月の２４日金曜日、１５時３０分から、この場所

で開催したいと思いますので、ご都合方よろしくお願いいたします。 

  どうも本日はありがとうございました。 

 

部会長 

  ありがとうございました。 


